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現地調査結果より推察された不健全化の要因検証結果

仮説
現地調査による

検証結果
具体的な事象

①カキ筏からの

沈降物（有機物）が

堆積している。

有機物は、St. 5（3年養
殖筏が多い）で他の地
点に比べ高く、養殖カキ
の糞･擬糞の堆積が主
要因となっている可能
性が示唆された。

【底質調査】
 St. 5では、硫化物、T-N、T-Pの値が他の地点に比べ
値が高い傾向がみられた。
 特に硫化物は、四季調査において、水産用水基準
（0.2mg/gdry）を超えていた。

【セジメントトラップ調査】
 １年養殖筏に比べ、St.5（３年養殖筏）の方が沈降物

（T-N、T-P、TOC）が多い。

②底生生物の現存量
が少なく、浄化機能
が低下している。

 個体数は一般的に底
質環境の悪化する夏季
に増えていること、優占
種のほとんどが堆積物
摂食者なので浄化機能
が低下しているとは考
えられない。

【底生生物調査】
 夏季に個体数が増加した。
 食性をみると、優占種のほとんどが堆積物捕食者であ

った。
硫化物が高かったSt. 5では、汚濁指標種のカタマガリギ

ボシイソメや硫化物耐性の高いシズクガイが多く確認さ
れた。

底質が悪い底質が悪い
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仮説
現地調査による

検証結果
具体的な事象

①窒素、リンが、

植物プランクトンに

利用される前に湾外

に流出してしまう。

窒素、リンが、植物プラン

クトンに十分利用される

前に湾外に流出してしま

う可能性が示唆された。

【流況調査】

流向及び流速から、湾内の海水は湾外水の影響を強く受

けている。

湾内の海水滞留時間は約2.5日である。

（統括委員会事務局試算）

②植物プランクトンが

利用できる形態の

窒素、リンの供給

が少ない。

植物プランクトンが利用

できる陸域からの窒素、

リンの供給にほとんど変

化はない。

【栄養塩】

他海域と同程度の DIN、PO4-Pが存在し、8月に最も低く

なった。

陸域からの栄養塩供給は、近年変化なし。

【植物プランクトン・動物プランクトン調査】

植物、動物プランクトンともに、夏季の出現細胞数が顕著

に高かった。

③カキ養殖量と、餌と

なる植物プランクト

ン量のバランス が

とれていない。

植物プランクトンの増減
は、養殖カキの濾水量（摂
餌量）が影響している。

→植物プランクトンは、濾水

量が減少する産卵期（夏

季）に多く、濾水量が多い

他の時期に少なくなってい

る（捕食の可能性？）。

【植物プランクトン調査】

他の月に比べ8月に細胞数が顕著に高い。

【栄養塩】

 T-N、T-P、DIN、PO4-Pに特徴的な季節変化がみられな

かった。

現地調査結果より推察された不健全化の要因検証結果

クロロフィルa濃度が低い（植物プランクトンが少ない）クロロフィルa濃度が低い（植物プランクトンが少ない）
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仮説
現地調査による

検証結果
具体的な事象

②ウマヅラハギやクロ

ダイなどの捕食者

による食害が発生

している。

 近隣海域で問題となっ
ている食害魚(ナルトビ
エイ除）の存在が確認さ
れた。

【食害調査】

筏周辺で,ウマヅラハギやクロダイの生息は確認されたもの

の、捕食状況の確認は出来なかった。

また、ナルトビエイは筏周辺で観察されなかった。

③底質の悪化により

貧酸素水塊や硫化

水素が発生し、中

～下層のカキやア

サリが斃死している。

 夏季において貧酸素水
塊の発生は観測されず、
下層でのカキの斃死の
可能性は低い。

 アサリは、確認されな
かった。

【機器による測定】
連続観測： 全調査点において、貧酸素水塊（4.3mg/L

未満）は観測されなかった。（夏季調査）
鉛直観測： 春季、夏季ともに成層構造は確認されず、

鉛直混合が良いことが確認された。
【底質調査】
硫化水素の発生は確認できていないが、底質中の硫化

物 が局所的に高い傾向が確認された。
⇒今後、さらに悪化する可能性が示唆された。

④植物プランクトンの

種組成、現存量が

適切でない。

 種組成に問題はないと
考えられ、現存量（細胞
数）は、カキの摂餌圧と
関係があると考えられ
た。

【植物プランクトン調査】
珪藻がほとんどを占めており、カキの餌生物として適正

であった。
養殖カキが産卵期（濾水量の低下）である8月に、細胞

数が顕著に高く、濾水量の大きい他の時期に低かった。

現地調査結果より推察された不健全化の要因検証結果

その他の要因による有用魚介類（カキ等）の減少その他の要因による有用魚介類（カキ等）の減少
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5）生物(懸濁物食
者）を用いた底質
浄化

5）生物(懸濁物食
者）を用いた底質
浄化

3）底質改善3）底質改善

１）覆 砂１）覆 砂

ﾘｻｲｸﾙ材等混入
・石炭灰
・鉄鋼スラグ
・カキ殻
・ゼオライト

ﾘｻｲｸﾙ材等混入
・石炭灰
・鉄鋼スラグ
・カキ殻
・ゼオライト

物質循環バランス向上対策検討（案）：底質改善対策

現状： 他地点に比べ、St.５（カキ筏周辺）は局所的な底泥の富栄養化傾向が確認されている。

しかし、栄養塩の溶出量が少なく、貧酸素水塊の形成も確認できていないのが現状である。

・山 砂
・カキ殻 等
・山 砂
・カキ殻 等

底
質
改
善

4）人工中層海底4）人工中層海底

まとめ：現状における物質循環を
維持しつつさらに、窒素、リンの
供給の効率化、他の生物の繁殖
が促進可能な手法２,３,４）を導入
することが望ましいと考える。

（底質悪化の予防措置含む）

2）耕 耘2）耕 耘
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カキ筏直下へ
沈降有機物トラッ
プ構造物の設置

・カキ殻等活用

カキ筏直下へ
沈降有機物トラッ
プ構造物の設置

・カキ殻等活用

窒素、リンの溶出抑制
貧酸素水塊発生抑制
窒素、リンの溶出抑制
貧酸素水塊発生抑制

窒素、リンの溶出抑制

間隙水中の硫化物ｲｵﾝ低減
→生物生息環境改善

貧酸素水塊発生抑制

窒素、リンの溶出抑制

間隙水中の硫化物ｲｵﾝ低減
→生物生息環境改善

貧酸素水塊発生抑制

海底への有機物負荷削減
→カキから排出される糞・擬糞

等の中層トラップ
沈降有機物の効率的な

分解促進→好気的環境創出
生物生息場の創出

→間隙生物生息場、魚類蝟集、
稚ナマコ成育基盤

海底への有機物負荷削減
→カキから排出される糞・擬糞

等の中層トラップ
沈降有機物の効率的な

分解促進→好気的環境創出
生物生息場の創出

→間隙生物生息場、魚類蝟集、
稚ナマコ成育基盤

有機物除去有機物除去

窒素、リンの溶出抑制

間隙水中の硫化物ｲｵﾝ低減
→生物生息環境改善

窒素、リンの溶出抑制

間隙水中の硫化物ｲｵﾝ低減
→生物生息環境改善

効果が長期間継続しない。

本質的な改善とならない。
効果の持続性が明確でない。

中層海底に懸濁物食者が
増加すると、新たな沈降物
が増加する可能性がある。

利用するリサイクル材に
よっては重金属類を含むも
のもある。

底質の生物生息環境改善
と組み合わせて実施する必
要がある。

環形動物、ナマコ

具体的手法 期待される効果 課 題



現状： 湾内の海水の滞留時間は２.５日（試算）であり、窒素,リンが植物プランクトンとともに、
湾外へ流出している。その結果、植物プランクトン量が少なく、カキが小粒である。

物質循環バランス向上対策検討（案）：栄養塩不足対策
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栄
養
塩
不
足

6）湾口部への
構造物設置

6）湾口部への
構造物設置

7）カキ養殖段階別
の施設再配置

7）カキ養殖段階別
の施設再配置

8）人工中層海底8）人工中層海底

9）施 肥9）施 肥

10）下水処理水の
放水ｺﾝﾄﾛｰﾙ

10）下水処理水の
放水ｺﾝﾄﾛｰﾙ

具体的手法 課 題

・堤防、潜堤
・洋上風力発電

施設設置 等

・堤防、潜堤
・洋上風力発電

施設設置 等

カキ残渣の活用カキ残渣の活用

カキ筏直下へ沈降
有機物トラップ構造
物の設置

・カキ殻等活用

カキ筏直下へ沈降
有機物トラップ構造
物の設置

・カキ殻等活用

物質循環の改善（窒素、リンの
湾内滞留時間コントロール）

発生した自然エネルギーの
地域利用（洋上発電）

カキの大粒化促進

物質循環の改善（窒素、リンの
湾内滞留時間コントロール）

発生した自然エネルギーの
地域利用（洋上発電）

カキの大粒化促進

期待される効果

物質循環の改善（窒素、リンの
湾内滞留時間コントロール）

海面利用のバランス向上
カキの大粒化促進

物質循環の改善（窒素、リンの
湾内滞留時間コントロール）

海面利用のバランス向上
カキの大粒化促進

物質循環の改善
・好気的環境下における沈降
有機物の効率的な分解促進

生物生息場の創出

→間隙生物生息場、魚類蝟
集、稚ナマコ成育基盤

物質循環の改善
・好気的環境下における沈降
有機物の効率的な分解促進

生物生息場の創出

→間隙生物生息場、魚類蝟
集、稚ナマコ成育基盤

物質循環のコントロール
・窒素、リンの供給 ⇒成長期
カキの大粒化促進

物質循環のコントロール
・窒素、リンの供給 ⇒成長期
カキの大粒化促進

まとめ：現状における物質循環を維
持しつつさらに、窒素、リンの供給の
効率化、他の生物の繁殖が促進可
能な手法8）を導入することが適正と
考える。また、窒素、リンを直接供給
する手法９）の導入も考えられる。

イニシャルコストが多大に掛か
るとともに、水域の富栄養化を
適正にコントロールすることが
難しい。さらに、水面利用の調
整も難しく、対策の導入は現実
的ではない。

中層海底に懸濁物食者が繁殖
した場合、新たな沈降物が増
加する可能性がある。

海面利用上の調整が必要とな
る。

地元住民、関係者の理解を得
る必要があるとともに、湾外へ
流出した窒素、リンの影響を

考慮する必要がある。



物質循環バランス向上対策検討（案）：対策イメージ
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カキ養殖筏付近（St.5付近等）

栄養塩不足対策：手法４,８）

人工中層海底による沈降有機物
の分解促進： 焼成カキ殻等利用

底質改善対策：手法２,３,４）

耕耘+底質改善材による
底質改善 ：焼成カキ殻混入

海底への有機物
負荷低減

・硫化物の低減
・底生生物の生息環境改善
・漁場環境改善
・カキ殻有効活用

・有機物の分解促進
→物質循環の健全化

・稚ナマコ成育場の創出
・カキ殻有効活用

・窒素,リンの供給

栄養塩不足対策：手法 9)

施肥による栄養塩供給
：殻付着生物及びカキ剝き

直後の殻利用

ナマコ

稚ナマコ



物質循環バランス向上対策検討（案）：策定フロー
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実証実験→結果の検討
対策検討
ヘルシープラン策定

検証内容の緒言協議検証内容の緒言協議

物質循環バランス
向上対策素案

第３回
地域検討委員会
第３回
地域検討委員会

スケジュール 協議内容 検討項内容 協議者

不健全な事象の確認
不健全な事象に対応した

物質循環バランス
向上対策検討

物質循環バランス
向上対策（案）の

モデルによる検証

モデルによる検証
結果の検討

効果検証結果の協議
対策の優先順位協議
(実現可能性の検討)
H25年度実証実験案の協議

地域委員会事務局

第２回
地域検討委員会

第２回
地域検討委員会

東広島市東広島市 委 員委 員

効果検証結果の検討
対策の優先順位(案)検討
(実現可能性の検討)
H25年度実証実験案の検討

モデルによる
対策案の効果検証

モデルによる
対策案の効果検証

山本委員長

統括委員会事務局

統括委員会事務局

物質循環バランス
向上対策(案) 統括委員会 承認

統括委員会
事務局

検証検証

事前協議事前協議

平成２５年度
地域検討委員会
平成２５年度
地域検討委員会

物質循環バランス
向上対策検討

地域委員会事務局


